
町
議
会
３
月
定
例
会
が
平
成
２６
年
３

月
６
日
か
ら
１７
日
ま
で
の
会
期
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
平
成
２６
年
度
一
般

会
計
予
算
な
ど
２１
議
案
を
審
議
し
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

当
初
予
算

■
平
成
２６
年
度
神
山
町
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

■
平
成
２６
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
２６
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
２６
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
２６
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

以
上
５
議
案
に
つ
い
て
は
、
３
ペ
ー

ジ
に
詳
し
く
記
載
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
１
８
１
万
７

千
円
を
追
加
し
、
総
額
４６
億
３
７
７
万

円
と
し
ま
し
た
。

主
な
項
目
と
し
て
、
ア
ン
テ
ナ
等
設

置
工
事
に
９
７
０
万
円
、
上
分
公
民
館

用
備
品
購
入
費
４
１
０
万
円
、
井
ノ
谷

団
地
改
修
工
事
実
施
設
計
委
託
料
３
２

４
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
ま
し
た
。

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）
に
つ
い
て

施
設
耐
震
整
備
事
業
１
億
２
５
３
０

万
円
、
簡
易
水
道
事
業
操
出
金
５
３
４

０
万
円
、
公
民
館
新
設
事
業
７
４
８
０

万
円
を
繰
越
し
ま
し
た
。

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
３
５
万
１

千
円
を
追
加
し
、
総
額
１０
億
２
６
４
５

万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
０
０
万
円

を
減
額
し
、
総
額
２
億
８
３
７
２
万
３

千
円
と
し
ま
し
た
。
中
央
簡
易
水
道
施

設
整
備
工
事
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

つ
い
て

中
央
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
１
億

４
７
３
０
万
円
を
繰
越
し
ま
し
た
。

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い

て歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
０
８
万
円

を
追
加
し
、
総
額
９
億
７
３
１
３
万
７

千
円
と
し
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

■
神
山
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

特
別
職
の
職
員
の
報
酬
、
調
整
措

置
、
報
酬
の
支
給
方
法
、
費
用
弁
償
を

全
部
改
定
し
ま
し
た
。

■
神
山
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

現
在
、
厚
生
労
働
省
で
定
め
ら
れ
て

い
る
基
準
に
つ
い
て
町
の
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
制
定
し
ま
し
た
。

■
神
山
町
出
産
祝
金
支
給
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

第
１
、
２
子
に
つ
い
て
は
５
万
円
。

第
３
子
以
降
は
１０
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

条
例
の
改
正

■
平
成
２６
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
課
の

再
編
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
つ

い
て

「
産
業
建
設
課
」
を
「
産
業
観
光
課
、

建
設
課
」
に
改
め
ま
し
た
。

■
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
２５
年
法
律
第
４４
号
・
第
３
次

一
括
法
）
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
つ
い
て

介
護
保
険
法
施
行
規
則
で
定
め
ら
れ

て
い
る
基
準
に
つ
い
て
町
で
定
め
る
こ

と
と
な
り
、
包
括
的
支
援
事
業
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
基
準
を
制
定
し
ま

し
た
。

■
神
山
町
災
害
見
舞
金
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

近
年
の
災
害
状
況
を
勘
案
し
必
要
な

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

条
例
の
廃
止

■
神
山
町
難
病
患
者
等
家
庭
奉
仕
手
数

料
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に

難
病
等
が
追
加
さ
れ
た
た
め
廃
止
し
ま

し
た
。

そ

の

他

■
平
成
２５
年
度
神
山
町
役
場
本
庁
舎
耐

震
改
修
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

■
平
成
２５
年
度
中
央
簡
易
水
道
施
設
設

備
工
事
（
中
央
配
水
池
）
変
更
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

■
平
成
２５
年
度
上
分
公
民
館
建
替
工
事

変
更
請
負
の
締
結
に
つ
い
て

以
上
３
議
案
に
つ
い
て
は
、工
期
を
平

成
２６
年
３
月
３１
日
ま
で
に
改
め
ま
し
た
。

２
月
臨
時
会

町
議
会
２
月
臨
時
会
が
平
成
２６
年
２

月
７
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
２４
年
度
広
野
公
民
館
耐
震
改
修

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て契
約
金
額
５
５
０
２
万
円
を
、
６
２

７
３
万
３
３
０
０
円
に
改
め
ま
し
た
。

神
山
町
議
会

33333333333333333333333333333333
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会２１

議
案
を
可
決

２広報かみやま No.２９２



町 税
町民税、軽自動車税など町民の皆さんに納めて
いただいたお金

497,699 17.6%

25.1%

10.5%

7.9%

4.4%

11.7%

7.0%

12.7%

3.1%

1.6%

11.8%

12.0%

2.8%

41.0%

9.2%

4.6%

12.8%

4.2%

68,311

504,806

119,688

1,724,713

388,477

193,656

537,100

173,550

740,053

1,055,940

441,631

184,333

332,073

490,714

296,269

534,165

132,822

4,208,0004,208,000

歳 入 歳 出

使用料・手数料

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地 方 債

繰 入 金

そ の 他

そ の 他

総 務 費

民 生 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

衛 生 費

農林水産業費

そ の 他

合 計合 計

施設の使用料、住民票、戸籍等証明の手数料のお金

町の貯金にあたる基金などから繰入れるお金

財源不足が生じる自治体に、使い道を定めず
交付される自治体固有のお金

国が使い道を指定して交付するお金

県が使い道を指定して交付するお金

公共施設の整備や財源の不足を補うために
町が借入れるお金

地域振興のため

福祉の充実のため

ゴミ等の環境衛生、予防接種等の保健衛生のため

道路整備、町営住宅運営のため

神山消防署、町消防団等の防災対策のため

教育や文化振興のため

町の借金返済のため

農林水産業の振興のため

自
主
財
源

依
存
財
源

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

3,888 3,785 3,712 3,570 3,432 3,537 3,632 3,705
4,143 4,208

4,208,000
(100%)

合計

849,642
(20.2％)

386,332
(9.2％)

534,165
(12.7％)

641,548
(15.3％)

372,541
(8.9％)

583,370
(13.9％)

746,582
(17.7％)

10,000(0.2%)
予備費

1,920(0.0％)
貸付金

35,195(0.8％)
維持補修費

人件
費

扶
助
費

公
債
費

物件費
補助

費
等
普
通
建
設
事
業
費

繰
出金

19,500
(0.5％)

災害復旧
事業費

27,205
(0.6％)

積立金

平成２６年度の予算が決まりました
本年度も歳入不足が予想され、人件費、公債費を削減するとともに不足額の３．８億円を財政調整基金

から繰り入れて予算を組んでいます。本年度は防災行政無線整備工事、井ノ谷団地改修工事等があるた
め当初予算額が増加しています。
主なハード事業は、防災行政無線整備工事（２９０，６４０千円）、井ノ谷団地改修工事（４８，８２０千円）、社
会資本整備総合交付金事業（８４，５００千円）などです。ソフト事業については、元気づくり事業助成金（１，３００
千円）、臨時福祉給費補助金（４２，７００千円）、出産祝金（２，０００千円）、子育て世代臨時特例給付金（４，５００
千円）、町商工会商品券助成（１，０００千円）、通学費助成事業（７，２７０千円）などです。

●一 般 会 計 （単位：千円）

●性質別歳出 （単位：千円）●１０年間の予算推移 （単位：百万円）

●特別会計当初予算 （単位：千円）

予 算 額

９０８，４３６

５８３，２８０

９７６，４３０

１２５，７５０

会 計 名

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

平成２６年５月１５日発行３
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

●
新
規
採
用

在
任
中
は
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

退
職

（
３
月
３１
日
付
け
）

谷

英
昌
（
税
務
保
険
課
）

瀧
上

安
二
（
住
民
課
）

河
野

博
匡
（
健
康
福
祉
課
）

吉
川

榮
夫
（
教
育
委
員
会
）

白
土

眞
代
（
下
分
保
育
所
）

森
本

�
子
（
健
康
福
祉
課
）

小
・
中
学
校
教
職
員
転
入
者
（

）
は
旧
任

●
広
野
小
学
校

中
南
弘
史＝

教
頭
（
西
祖
谷
中
学
校
）

東
正
朗＝

教
諭
（
北
島
南
小
学
校
）

鵜
飼
純
子＝

非
常
勤
講
師

●
神
領
小
学
校

武
市
由
美＝

教
諭
（
高
原
小
学
校
）

●
神
山
東
中
学
校

敷
田
芳
郎＝

校
長
（
由
岐
中
学
校
）

河
野
史
惠＝

主
査
兼
事
務
長

（
高
原
小
学
校
）

宮
本
和
明＝

教
諭
（
城
ノ
内
中
学
校
）

天
部
剛＝

教
諭
（
八
万
中
学
校
）

佐
々
木
知
子＝

助
教
員

藤
田
美
紀
子＝

非
常
勤
講
師

●
神
山
中
学
校

穴
吹
佳
織＝

教
諭
（
富
田
中
学
校
）

橋
本
隆＝

教
諭
（
神
山
東
中
学
校
）

丹
下
友
里
愛＝

教
諭
（
神
山
東
中
学
校
）

長
谷
亮
太＝
助
教
諭

宮
本
香
凛＝
助
教
諭

門
田
歩
記＝

非
常
勤
講
師

道
の
駅
に
観
光
案
内
人
を
配
置

観
光
客
が
多
く
押
し
寄
せ
る
道
の
駅
に
、
観

光
地
へ
の
誘
導
や
適
切
な
情
報
発
信
を
行
う
観

光
案
内
人
を
配
置
し
ま
し
た
（
１１
月
ま
で
の
試

験
的
な
運
用
）。
案
内
人
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

不
慣
れ
で
、
不
安
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
事
異
動
４
月
１
日
付
け

住民課
たかはし み さき

�橋実咲
硬式テニス歴１５
年です。早く仕
事を覚えてテキ
パキ動けるよう
に頑張ります。

教育委員会
こまがたりょうすけ

駒形良介
サッカーと旅行
と図書館が大好
きです！神山町
が一層充実する
よう力を尽くし
ます。

住民課
たかはしひろのり

高橋宏徳
吟詠剣詩舞を
やっています！
元気に頑張りま
す！

健康福祉課
とうじょう ゆ き

東城由紀
新体操の全国大
会で２位の経験
あり。皆さんが
元気になれるよ
う、毎日笑顔で
頑張ります。

建設課
くすかみてるひこ

楠上輝彦
バスケが得意な
体育会系です。
神山町の発展の
為に頑張ります。

ふふるるささとと納納税税制制度度でで神神山山町町にに寄寄せせらられれたた寄寄附附金金のの使使いい道道がが決決定定ししままししたた。。
本年度は、昨年、皆様から寄せられた寄附金４４件、３１０万２千円を下表の事業に使用することといたしました。

今後も引き続きふるさと納税にご協力よろしくお願いいたします。
（単位：千円）

充 当 事 業 名

消防備品購入

学校備品購入

優良苗木（すだち）助成、日扇土壌改良助成

保育所備品購入

子ども芸能大会参加助成、神山さくら会助成

ふるさと納税制度とは、個人住民税をお納めの皆さまが、出身地など、愛着を感じている地方公共団体に寄附を行った場
合、２，０００円を超える金額について、個人住民税の所得割の１割程度を限度として、翌年度に課税される個人住民税から税
額を控除する寄附金税制のことです。（所得税では、寄附金額を控除する制度が別に設けられています。）

・平成２５年度実施事業

被災地交流事業神山町マラソン大会事業修学旅行助成事業

寄附金額

５３６

４１０

２０２

９

１，９４５

３，１０２

メニュー内容

消防・環境

学校・社会教育

農水・観光・文化

高齢・児童福祉

町長おまかせ

神山中学校体育館パイプ椅子購入事業

メニュー番号

１

２

３

４

６

合計

～プロフィール～
なか の さと み

名前：中野聡美
出身地：山口県長門市
前職：神山塾４期生として
神山で半年過ごし、人との
縁や故郷に近い自然環境も
気に入り、移り住むことを
決意。
観光案内人として一言：神
山を訪れた方が、神山を好
きになり再訪してもらえる
ような案内をしていきたい
です。

４広報かみやま No.２９２



神山町の給与・定員管理について

� 職員給与費の状況（普通会計決算）
給 与 費

計 B
千円

５３０，８５７

②技能労務職
参 考

A／B

―
１．１６
１．５０
―
―
―
―

※平均給料月額、平均給与月額は、給与改定前の額である。

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使
用している。（平成２２～２４年の３ヶ年平均）

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用
形態等の点において完全に一致しているものではない。

※年収ベースの「公務員（C）」及び「民間（D）」のデータは、それぞれの
平均給与月額を１２倍したものに、公務員においては前年度支給された期
末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試
算値である。

３ 特別職の報酬等の状況（２５年４月１日現在）
給 料 月 額 等

（参考）類似団体における
最高／最低額

（２４年度支給割合）
２．９５月分

（算定方式） （支給時期）
給料月額×１００分の４３．５×月数 任期満了時
給料月額×１００分の２５．７５×月数 任期満了時

�注１ 給料及び報酬の（ ）内は、減額措置を行う前の金額である。
２ 退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

４ 職員数の状況
部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

�注１ 職員数は一般職に属する職員数である。
２ ［ ］内は、条例定数の合計である。

期末・勤勉手当
千円

１３１，８４４

民 間
平均給与月額
（B）

―円
２９０，６００円
２０２，７００円

―円
―円
―円
―円

２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況
職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（２５年４月１日現在）

①一般行政職

職員手当
千円

４２，１５２

平均年齢

―歳
４４．６歳
５３．７歳

―歳
―歳
―歳
―歳

給 料
千円

３５６，８６１

職員数
A

人
９３

対応する民間
の類似職種

―
廃棄物処理業従業員
用 務 員

―
―
―
―

区 分

議 長
副議長
議 員

町 長
副町長
備 考

区 分

２４年度

平均給与月額（国ベース）
３４０，１９７円
３６３，５４０円

―円
３４３，４０３円

期末
手当

退職
手当

１ 総 括
� 人件費の状況（普通会計決算）

公 務 員
平均給与月額
（国ベース）

３０５，４００円
３２２，３６６円
２９４，４００円
３０８，４２０円
３７１，３３８円

―円
３１７，０７５円

（参考）
２３年度の人件費率

％
１９．６

給 料 月 額 等
（参考）類似団体における

最高／最低額

８０７，５００円／３６３，２００円
６７０，１００円／３６５，０００円
３６４，０００円／２２０，０００円
２８５，０００円／１６８，１００円
２６３，０００円／１３５，８００円

（２４年度支給割合）
２．９５月分

参 考
年収ベース（試算値）の比較

C／D

―
１．３３
１．７２
―

平均給与月額
３５７，６９２円
４１９，８９９円
３７６，２５７円
３５５，８９８円

平均給与月額
（A）

３１３，６４３円
３３６，２６６円
３０３，５００円
３１２，２４０円
３９２，８９８円
３０９，５３４円
３２４，７８８円

人件費率
B/A

％
２０．２

対前年
増減数

▲２人
０人

▲２人
１人

▲１人
〔０人〕

人件費
B

千円
８４６，３０９

民 間
（D）

―
３，９８０，６００
２，８０９，４００

―

職 員 数
平成２５年
８１人
１３人
９４人
１３人
１０７人

〔１５８人〕

平均給料月額

２９９，１６４円
３０３，１００円
２９４，４００円
３０２，５２０円
３５７，５６０円
２８６，８５０円
３０２，５７２円

平均給料月額
３１７，３３２円
３３７，３８９円
３０７，２２０円
３１３，６６８円

５９６，８００円（７４６，０００円）
５３７，３００円（５９７，０００円）
２８４，０００円（ － 円）
２３４，０００円（ － 円）
１９５，０００円（ － 円）

実質収支

千円
１０３，２２１

平成２４年
８３人
１３人
９６人
１２人
１０８人

〔１５８人〕

公 務 員
（C）

４，９７５，６１６
５，２８４，６９２
４，８４６，１００
４，９４８，３８０

平均年齢

５２．４歳
５０．６歳
５２．８歳
５３．２歳
５２．８歳
４９．９歳
５０．４歳

歳出額
A

千円
４，１９０，３３１

区 分
部 門

一般行政部門
教 育 部 門
小 計
小 計

合 計

平均年齢
４３．３歳
４４．２歳
４３．１歳
４２．６歳

区 分

神 山 町
うち清掃職員
うち用務員
うちその他

区 分

神 山 町
うち清掃職員
うち用務員
うちその他

徳 島 県
国

類 似 団 体

住民基本台帳
人口（２４年度末）

人
６，２４０

区 分

町 長
副町長
議 長
副議長
議 員
町 長
副町長

普通会計部門

公営企業等会計部門

区 分
神 山 町
徳 島 県
国

類似団体

給料

報酬

期末
手当

区 分

２４年度

（参考）類似団体平均
一人当たり給与費

千円
５，６０８

（参考）一人当たり
給与費 B/A

千円
５，７０８

�注１ 職員手当には退職手当
を含まない。
２ 職員数は、２４年４月１
日現在の人数である。
３ 給与費については、任
期付短時間勤務職員（再
任用職員（短時間勤務））
の給与費が含まれてお
り、職員数には当該職員
を含んでいない。

平成２６年５月１５日発行５



２
０
１
４
年
度
は

５
名
体
制
で
始
動
！

神
山
が
最
も
彩
ら
れ
る
季
節
で
す
ね
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
が
導
入
さ
れ

て
３
度
目
の
春
。
こ
れ
ま
で
は
神
山
町

の
資
源
を
発
掘
し
た
り
協
力
者
を
募
っ

た
り
と
、
町
内
を
中
心
に
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
新
た
に
２
名

を
加
え
、
う
ち
４
名
が
神
領
本
上
角
の

事
務
所
に
て
『
農
業
振
興
』、
１
名
は

引
き
続
き
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
に
所
属
し

『
移
住
交
流
支
援
促
進
』
に
取
り
組
み

ま
す
。

農
業
振
興
に
関
し
て
は
、
①
Ｈ
Ｐ
等

を
活
用
し
た
情
報
発
信

②
都
市
圏
で

の
農
産
物
の
営
業
活
動

③
多
様
な
人

を
つ
な
ぐ
場
の
設
定

を
活
動
の
柱
と

し
て
い
き
ま
す
。

移
住
交
流
支
援
に
関
し
て
は
、
移
住

者
が
円
滑
に
生
活
を
始
め
ら
れ
る
よ
う

な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
ま

た
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
森
の
現
状
を

体
感
し
て
も
ら
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

も
企
画
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
も
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
５
名
の
協
力
隊
員
を
紹
介

し
ま
す
。

あ
り
ま
さ

有
正
あ
か
ね

３
年
目

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

生
年
月
日＝

１
９
７
５
年
９
月
２５
日
、

出
身
地＝

岡
山
県
和
気
町
、
前
住
所＝

静
岡
県
富
士
市
、
前
職＝

自
然
学
校
イ

ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
（
富
士
山
麓
で
の
ガ

イ
ド
業
）、
家
族
構
成＝

Ｎ
Ｅ
Ｗ
夫

①
神
山
弁
も
う
ま
く
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
活
動
を
何
か
し

ら
形
と
し
て
残
せ
る
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。
②
山
、
雪
原
、
川
の
遡

上
な
ど
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背
負
っ
て

自
分
の
足
で
歩
く
こ
と
。
特
に
山
は
、

森
林
限
界
を
超
え
る
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が

上
が
り
ま
す
。
③
「
反
省
は
し
て
も
後

悔
は
し
な
い
」「
な
ん
で
も
笑
い
に
変

え
た
ら
え
え
ん
よ
（
祖
母
）」
④
人
と

の
会
話
が
お
も
し
ろ
い
！
会
話
の
中
に

常
に
笑
い
が
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
細
や

か
な
心
遣
い
も
で
き
て
い
て
、
誰
と
話

し
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
⑤
都
市
か

ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
こ
と
。
面
白
そ
う

な
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、
町
に
活
気
を

感
じ
た
こ
と
。
⑥
前
職
の
経
験
を
生
か

し
て
、
親
子
で
自
然
を
楽
し
み
学
べ
る

場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
個

人
的
に
は
、
何
で
も
作
れ
何
で
も
で
き

る
『
ス
ー
パ
ー
ば
あ
ち
ゃ
ん
』
を
目
指

し
、
日
々
勉
強
＆
実
践
中
で
す
。

な
が
の

ゆ
う
す
け

永
野

裕
介

２
年
目

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

生
年
月
日＝

１
９
８
２
年
６
月
１５
日
、

出
身
地＝

千
葉
県
千
葉
市
、
前
住
所＝

千
葉
県
千
葉
市
、
前
職＝
フ
ー
ド
プ
ラ

ン
ナ
ー
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
カ
フ
ェ
運

営
）、
家
族
構
成＝

妻
、
息
子

①
昨
年
度
の
活
動
で
町
内
の
つ
な
が
り

に
恵
ま
れ
、
神
山
な
ら
で
は
の
宝
に
出

会
え
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
は
昨
年
度

の
経
験
を
元
に
、
町
外
に
向
け
て
活
動

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
②
神
山
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
の
研
究
。
国
内
外
問
わ

ず
、
食
材
を
求
め
て
旅
す
る
こ
と
。
③

は
じ
め
は
全
体
の
半
分
。④
米
、野
菜
、

人
。
⑤
子
ど
も
の
誕
生
と
共
に
子
ど
も

の
住
み
や
す
い
環
境
を
求
め
、
移
住
を

決
意
。
深
い
こ
と
は
考
え
ず
に
、
直
感

を
信
じ
て
神
山
に
決
め
ま
し
た
。
⑥
神

山
で
の
つ
な
が
り
の
輪
を
都
市
部
ま
で

広
げ
て
新
た
な
つ
な
が
り
を
作
り
、
未

知
な
る
可
能
性
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
。
あ
と
住
居
の
２
階
の
改
装
。

た
な
か

や
す
こ

田
中

泰
子（
旧
姓

橋
本
）
２
年
目

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

生
年
月
日＝

１
９
７
４
年
５
月
１
日
、

出
身
地＝

徳
島
県（
徳
島
市
一
宮
町
）、

前
住
所＝

北
海
道
旭
川
市
、
前
職＝

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
運
営
す
る
学
童
保
育
＆
森

の
よ
う
ち
え
ん
の
ス
タ
ッ
フ
、
家
族
構

成＝

夫

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
が
取

①今年度の抱負
②好きなもの・こと
③座右の銘
④神山の好きなところ、印象的なと
ころ
⑤神山町を選んだ理由
⑥取り組みたいことや得意なことな
ど一言

�����
��	
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り
組
む
「
移
住
交
流
支
援
」
の
担
当
を

し
て
い
ま
す
。
移
住
の
際
の
サ
ポ
ー

ト
、
そ
し
て
地
域
と
繋
げ
る
お
手
伝
い

が
で
き
る
よ
う
、
役
目
を
果
た
し
た
い

で
す
。
ま
た
、
昨
年
度
の
「
神
山
で
暮

ら
し
神
山
に
生
き
る
人
々
の
記
録
映
像

『
あ
る
日
森
で
、
、
、』」
で
の
活
動

を
軸
に
、
山
の
こ
と
を
考
え
る
場
づ
く

り
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
②
木
・
川
遊
び
・
山
の
中
で
探

検
・
こ
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
こ
と
・
ド
ラ

イ
ブ
・
写
真
…
ｅ
ｔ
ｃ
。
③
一
木
一
草

（
そ
こ
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
、
小
さ

な
生
命
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
大
事
に
思

う
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
）。
④
子
供
の
頃
か
ら
遊

ん
で
育
っ
た
鮎
喰
川
が
大
好
き
で
す
。

そ
し
て
、「
山
の
人
は
な
…
」
と
暮
ら

し
を
語
る
み
な
さ
ん
と
お
話
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
楽
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。

⑤
帰
郷
に
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
の
で

す
が
、
あ
る
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
決

心
。
神
山
塾
で
の
時
間
を
過
ご
す
中
、

こ
の
ま
ま
暮
ら
し
た
い
な
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
⑥
い
つ
か
、
北
海
道

の
こ
ど
も
た
ち
を
夏
の
神
山
に
、
神
山

の
こ
ど
も
た
ち
を
冬
の
北
海
道
に
連
れ

て
行
く
こ
と
が
夢
で
す
。
そ
し
て
、
こ

の
春
、
一
軒
家
へ
引
越
し
ま
す
。
新
た

に
住
み
始
め
る
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の

時
間
、
家
族
と
の
「
暮
ら
し
」
を
大
切

に
し
た
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

こ

や

じ
ゅ
ん

じ

古
屋

淳
二

１
年
目

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

生
年
月
日＝

１
９
７
２
年
７
月
５
日
、

出
身
地＝

群
馬
県
前
橋
市
、
前
住
所＝

東
京
都
世
田
谷
区
、
前
職＝

本
・
Ｗ
ｅ

ｂ
・
グ
ッ
ズ
等
の
企
画
編
集
制
作
を
し

て
い
ま
し
た
（
現
在
進
行
形
）。
家
族

構
成＝

妻
（
３９
）、
息
子
（
９
ヵ
月
）、

犬
（
４
歳
・
プ
ー
ド
ル
と
パ
グ
の
Ｍ
Ｉ

Ｘ
）

①
ま
ず
は
じ
っ
く
り
と
周
っ
て
神
山
の

こ
と
を
知
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
メ
ガ

ネ
の
禿
げ
ヒ
ゲ
坊
主
を
見
か
け
た
ら
、

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！
②
本
、
映

画
、
甘
い
も
の
、
ビ
ー
ル
、
家
族
で
散

歩
、
サ
ッ
カ
ー
。
③
見
た
い
と
思
う
世

界
の
変
化
に
あ
な
た
自
身
が
な
り
な
さ

い
（
ガ
ン
ジ
ー
）。
④
子
供
連
れ
で
食

堂
に
入
っ
て
、
食
べ
終
わ
る
ま
で
ず
っ

と
抱
っ
こ
し
て
い
て
く
れ
る
人
が
い
る

町
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
！
引
っ
越
し
て

間
も
な
い
の
に
、
す
で
に
野
菜
を
い
た

だ
い
た
り
、
皆
さ
ん
気
持
ち
よ
く
挨
拶

し
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、
住
民
の
方
々

の
優
し
さ
に
感
激
し
ま
し
た
。
⑤
１
月

に
東
京
で
あ
っ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
説
明
会
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
神

山
で
す
が
、
こ
の
と
き
に
と
て
も
深
い

縁
を
感
じ
て
、
２
ヵ
月
後
に
は
一
家
で

来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
⑥
こ
れ
ま
で
い

ろ
い
ろ
な
形
で
「
編
集
」
と
い
う
こ
と

を
や
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
神
山

の
町
を
「
編
集
」
し
て
広
く
情
報
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
。（
あ
と
、
子
ど

も
を
た
く
ま
し
く
育
て
た
い
！
）

お

だ

な

お

こ

小
田
奈
生
子

１
年
目

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

生
年
月
日＝

１
９
８
５
年
３
月
１８
日
、

出
身
地＝

千
葉
県
船
橋
市
、
前
住
所＝

東
京
都
杉
並
区
、
前
職＝

映
画
館
ス

タ
ッ
フ
＆
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
タ
ー
、
家

族
構
成＝

１
人
暮
ら
し

①
ま
ず
は
地
元
の
方
に
顔
を
覚
え
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極

的
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
輩
方
を
手
伝
い
な
が
ら
、
自
分
に
で

き
る
事
を
見
つ
け
て
、
実
践
し
て
い
き

た
い
で
す
。
②
モ
ア
イ
、
旅
行
、
映
画

鑑
賞
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
、
物
作
り
、
音
楽
、
登

山
、
滝
、
ス
ポ
ー
ツ
。
③
笑
う
門
に
は

福
き
た
る
。
④
桜
の
多
さ
に
び
っ
く
り

し
、
感
動
し
ま
し
た
。
以
前
は
つ
ぶ
あ

ん
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
神
山
に

来
て
お
ま
ん
じ
ゅ
う
の
美
味
し
さ
に
気

づ
き
、
今
で
は
よ
く
食
べ
て
い
ま
す
。

早
く
自
分
の
車
を
手
に
入
れ
、
雨
乞
い

の
滝
や
剣
山
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
④
旅
行
で
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を

見
た
り
、
農
家
で
住
み
込
み
を
し
た
経

験
か
ら
、
東
京
よ
り
地
方
へ
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
で

自
分
に
何
が
で
き
る
か
考
え
た
時
に
Ａ

Ｒ
Ｔ
を
取
り
入
れ
て
い
る
地
域
が
魅
力

的
だ
と
感
じ
、
神
山
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
地
元
の
方
も
皆
さ
ん
優
し
く
、

毎
朝
の
自
転
車
通
勤
が
と
て
も
気
持
ち

よ
く
、
来
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
⑥
協
力
隊
の
事
務
所
を
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
て
い
け
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。イ
ラ
ス
ト
描
き（
似

顔
絵
等
も
）、
文
字
書
き
等
好
き
な
の

で
、
神
山
で
の
生
活
の
中
で
、
自
分
の

作
品
を
制
作
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成２６年５月１５日発行７
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麻空弘美さん（神領字谷）が
町内１２１ヵ所の半鐘の記録を残
しました。
麻空さんは退職後に趣味の写
真で町の風景を撮影している時
に、半鐘を見かけるようになっ
た事から「町中の半鐘を全部探
してみよう」と思い立ち、情報
を集めるため約１年をかけて集
落を訪ね歩きました。半鐘の情
報を持っている人を探すのは大
変でしたが、親切な集落の人た
ちに出会いながら町の歴史を耳
にするうちに、時代が変わって

もやはり人と人との繋がりが大
切だと実感したそうです。
また、半鐘の存在を再認識し
た麻空さんは、この写真集が多
くの人たちに存在を伝える一つ
の資料になればと語っていました。

神山町にサテライトオフィス
を構えるSansan 株式会社が
新入社員研修の一環として神山

中学校２年生と３年生のクラス
で出前授業を行いました。昨年
の神領小学校に引き続き２回目
となり、今回も「イノベーショ
ン」をテーマに授業が行われま
した。
人に教える事で自身の理解を
深める目的や、子供たちに常識
に囚われない考え方を伝えたい
と始まったものです。
２年生の教室では、６人の新
入社員が「イノベーションとは
私たちの生活を変えるもの」と
して、こうだったら良いのにと
いう事を、３年生の教室では別
の７人の新入社員が「イノベー
ションとは世の中の常識を変え
ること」として、常識を疑って

良くしていこうという事を題材
に話し合いました。生徒たちか
ら「忘れ物を届けてくれる機械
があると便利」などたくさんの
アイデアが飛び出していました。
最後に新入社員たちは、想像
するだけで終わらないで、行動
に移す事も大切だと生徒たちに
話し、この授業を締めくくって
いました。

出会いの場を提供するイベン
ト「恋活！かみやま開花宣言」
が行われ、男性１６人女性１７人の

合計３３人が集まりました。
このイベントは楽しみながら
神山町をもっと知ってもらおう
と役場の若手職員たちがボラン
ティアで取り組み、神山温泉と
イルローザが協賛したものです。
イベントは朝から夕方まで開
催され、午前中は神山町のクイ
ズなどのミニゲームを開催。昼
食はアメゴの唐揚げなどの料理
２０種類をお弁当箱に盛りつけ、
お花見弁当コンテストとして個
性溢れるお弁当を楽しみまし
た。午後からは、縄跳びなどの
小運動会が行われた後にフリー
タイムが設けられ、気になる人
と話したりグループで話したり

と参加者たちは会話を弾ませて
いました。告白タイムは無く、
参加者ごとに設置された封筒に
意中の人が居れば連絡先を入
れ、後で本人だけに分かる仕組
みになっていました。
今回のイベントは随所に神山
町のPRが組み込まれ、参加者達
が協力しながら交流を深める内
容となっており、秋頃には第２
回が開催される予定だそうです。

神山の半鐘の記録を作成
麻空 弘美さん

出前授業
Sansan 株式会社

日時 ４月１０日
場所 神山中学校

▲グループに分かれて話し合う生徒たち ▲話し合った結果を発表

男女の出会いイベント
開催

日時 ４月１３日
場所 森林公園イルローザの森

▲企画運営した職員たち

▲町内のほとんどの半鐘の写真集

８広報かみやま No.２９２
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神山アーティスト・イン・レ
ジデンス(KAIR)の作品展示会
が４月１９日と２０日に神山町内で
行われました。
この展示会は、昨年の秋の展

示会で満足のいく作品を残せな
かったドイツ人のズスケンさん
が希望し他３人の芸術家も協同
し開催されました。
１９日には作家が同行する鑑賞
ツアーが行われ、およそ４０人の
参加者が集まりました。下分の
山の斜面に設置されたズスケン
さんの作品や寄井座に展示した
阿部さやかさんの作品などを鑑
賞しました。
地域おこし協力隊の活動拠点

の里山みらいでは、山の中で伝
統が引き継がれる様子をアニ
メーション化した「やまやまく
るくる」の上映会や、地域おこ
し協力隊が作ったスコーンの販
売も行われ賑わいました。

平成２５年度神山町長表彰式が、
平成２５年３月３１日に神山町役場
で行われ、次の方々が神山町長
より表彰状を授与されました。

坂東恒夫さん（鬼籠野字坂瀬川）
県道沿いの桜の手入れやサツ
キなどの植栽、神山さくら会参
加など地域の活性化活動や、小
規模共同作業所「うめっこ」で

パットライスづ
くりなどの福祉
活動にも貢献さ
れている事が評
価されました。

新宅里香さん（神領字大埜地）
第６０回徳島駅伝大会では１８区
で区間新記録などの走りを見
せ、名西郡第７位入賞の原動力
となり、また都道府県対抗女子

駅伝で徳島県代
表となるなどス
ポーツの振興に
尽力されている
事が評価されま
した。

平成２６年３月３日に鬼籠野在
住の豊澤町子さん（本名：北島
富美子さん）が阿波人形浄瑠璃
の義太夫三味線において長年に
わたり伝統文化の振興、育成及
び発展に貢献された功績によ

り、公益財団法人伝統文化活性
化国民協会から平成２５年度地域
伝統文化功労者表彰を受賞され
ました。３月７日に徳島県庁に
おいて表彰状伝達式で、県教育
委員会の佐野義行教育長から表
彰状が手渡されました。本年度
は全国で個人８人と１０団体がこ
の表彰を受け、徳島県内からは
２人が受賞されました。徳島県
内で女性がこの表彰を受けるの
は初めてとのことです。
豊澤町子さんは現在でも県立

阿波十郎兵衛屋敷などへ出演さ
れる傍ら、自宅で後進の指導を
されており、神山町に太夫を残
したいと熱意を持たれておりま
す。興味を持たれた方はお稽古

をつけてい
ただけます
ので、訪ね
てみてはい
かがでしょ
うか。

第５１回神山町長杯県下俳句大会
第７回NPO法人神山さくら会俳句大会

日時 ３月３０日
場所 広野公民館

第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回神神神神神神神神神神神山山山山山山山山山山山町町町町町町町町町町町長長長長長長長長長長長杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯県県県県県県県県県県県下下下下下下下下下下下俳俳俳俳俳俳俳俳俳俳俳句句句句句句句句句句句大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会
抜句の部
優 勝 根分して程よき雨の音を聞く 北島町 村尾 芦月
準優勝 一年生でかい鞄に夢がある 神山町 小川 孝子
第三位 根分して永住の地と定めけり 北島町 阿部 蒼空

落巻の部
優 勝 糸ざくら寺千年の由来あり 北島町 阿部 蒼空
準優勝 根分して東京の子に持たせけり 徳島市 松家 京子
第三位 大賞はすでに我が手と菊根分 板野町 浜本 紫陽

第第第第第第第第第第第７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回NNNNNNNNNNNPPPPPPPPPPPOOOOOOOOOOO法法法法法法法法法法法人人人人人人人人人人人神神神神神神神神神神神山山山山山山山山山山山さささささささささささくくくくくくくくくくくららららららららららら会会会会会会会会会会会理理理理理理理理理理理事事事事事事事事事事事長長長長長長長長長長長杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯県県県県県県県県県県県下下下下下下下下下下下俳俳俳俳俳俳俳俳俳俳俳句句句句句句句句句句句大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会
優 勝 もてなしの神山桜に盃重ね 神山町 小川 孝子
準優勝 理想郷目指す神山さくらかな 北島町 村尾 芦月
第三位 ITとアートさくらで町栄ゆ 北島町 阿部 蒼空

KAIR の作品展示会開催

日時 ４月１９日・２０日
場所 里山みらい

▲俳句を考える参加者たち

神山町長表彰を受賞

日時 ３月３１日
場所 神山町役場

平成２５年度地域伝統文化功労者表彰
受賞おめでとうございます

日時 ３月７日
場所 徳島県庁

▲受賞された
北島富美子さん

平成２６年５月１５日発行９



～過去２年間に国民年保険料の未納期間がある方へ～

免除申請ができる対象期間が拡大されます
国民年金は、所得が少ないときや失業等により保険料を納付することが経済的に困難な場合、保

険料の免除を申請することができます。（※「免除」とは、全額免除、一部免除（３／４、半額、
１／４）、若年者納付猶予、学生納付特例のことです。）
平成２６年４月からは、過去２年１ヶ月分の免除申請ができるようになります。

◇ご注意ください◇
・２年１ヶ月前の月分まで免除申請をすることができますが、申請が遅れると万一の際に障害年金
などを受け取れない場合や失業などの特例免除が受けられない場合がありますので、すみやかに
申請してください。

・申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行いますので、免除が承認されない場合がありま
す。なお、全額免除と一部免除は配偶者および世帯主、若年者納付猶予は配偶者についても所得
審査を行います。配偶者や世帯主が失業などに該当する場合も免除を受けられる場合があります。

◎免除申請できる対象期間が拡大！

これまでは、過去分の国民年金保険料の免除が受けられる期間は、申請の直前の７月（学生
納付特例は直前の４月）までの１年以内でした。

�
平成２６年４月からは、

申請時点の２年１ヶ月前の月分まで申請できる ようになります。

◎失業などの特例免除の対象期間も拡大！

これまでは、災害・失業などを理由とした免除（特例免除といいます）は、申請時点の年度
または前年度に災害・失業などの理由があることが条件となっていました。

�
平成２６年４月からは、
災害・失業などがあった年の翌々年６月までの期間について、特例免除の申請ができる

ようになります。（平成２６年３月以前にあった災害・失業も対象となりますが、過去分の審
査対象期間は、２年１ヶ月前までです）

詳しくは徳島北年金事務所 電話０８８－６５５－０２００ または
住民課年金係 電話０８８－６７６－１１１３（IP２００３）までお問い合わせください。

りりよよだだ金金年年民民国国

１０広報かみやま No.２９２
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������（今号から、シリーズとして掲載します）

近いうちに起こるとされている、地震への備えとして、できることは何があるで
しょうか。
今回は、主に地震発生時の家具の転倒防止対策について、ご紹介します。
東日本大震災以来、あれもこれもやらなければと考え込んでしまう人がいるので
はないでしょうか。まず、大事なことは、地震の揺れで命をなくさないことです。
そのためには、住宅の耐震補強や家具の固定、ガラスの飛散防止から始めてください。
住宅の耐震補強については、耐震診断を受け、必要に応じて補強しましょう。
家具については、背の高いものや重いものから優先的に固定しましょう。家の中

で長い時間を過ごす、寝室やリビングを重点的に行うと効果的です。タンスや食器棚、冷蔵庫、テレビなどは入念
に行うと良いと思います。何もしなければ、家具が室内を飛び回り、下敷きになってケガをしたり、室内が散乱状
態のために延焼火災から避難が遅れてしまうなど、過去の地震でも大きな被害が出ています。
平成２１年３月に気象庁が発表した震度階級関連解説表によると、震度５強でタンスなど重い家具が倒れ、テレビ

が台から落ちることがあると想定されています。室内での居住者被害を防ぎ、安全な避難経路を確保するためにも、
家具を固定しておくことが重要です。
また、割れたガラスも凶器となって、避難

時にケガをすることがありますので、ガラス
に飛散防止フィルムを貼ることや、身近な場
所に履き物を用意しておくことが大切です。
最近では、家具を固定するための器具や

つっぱり棒、転倒防止用の耐震マットや食器
棚扉開閉を防止するストッパー等が販売され
ていますので、有効に利用してください。

神山町高齢者見守り等支援事業について
神山町では、タブレット端末を利用した高齢者見守り等支援事業を実施しております。
サービス内容をご覧いただき、興味のある方は、下記お問い合わせ先までご連絡いただけますようお願いいたします。（上

限５０世帯）
※ただし、次の用件を全て満たす方が対象となります。
・神山町在住の６５歳以上ひとり暮らし高齢者世帯
・光回線情報通信網が使用できる世帯
・協力員が２名必要

〈主なサービス内容〉
①センサー見守りサービス
ひとり暮らし高齢者の自宅にカメラセンサー付き多機能情報端末（タブレット端末）を設置し、定期的に、端末から届く
データをコールセンターが確認し、高齢者の見守りを行います。

②緊急通知サービス
緊急事態が発生した場合、端末の画面上の緊急通知ボタンをワンタッチすることで、コールセンターに、容易に緊急通知
を行うことができます。

※万が一、異常を感知した場合、または、緊急通知を受けた場合
・コールセンターが、高齢者の自宅に電話をかけ、安否確認を行います。
・コールセンターの電話で安否が確認できない場合は、コールセンターから協力員に電話があります。協力員は高齢者の自
宅に向かい、高齢者の安否確認をお願いします。

③電子回覧板サービス
高齢者の自宅に設置された端末に、定期的に、動画、静止画、音声など多様な
形態の情報を配信し、利用者の利便性の向上を図ります。

④コミュニケーションサービス
日頃から他の人と会話する機会が少ない高齢者に、コールセンターから定期的
な電話連絡を行うなど声かけ活動を行います。

〈負担金について〉
１ヵ月の負担金は３００円です。

〈お問い合わせ：健康福祉課、福祉第１係、電話６７６－１１１４、IP２００４〉

固定器具、
耐震マット使用例

耐震マット家具つっぱり棒

平成２６年５月１５日発行１１



農業委員会
676-1119　IP2008

議会事務、議員の身分処遇、
監査などに関すること

委員会室

建設詰所

会議室

宿直室

議員
控室

676-1511  IP 2002

議会事務局・
監査事務局

トイレ

エレベーター

副町長　大野富美雄

通用口正面玄関

通用口

JA

通用口

事務局長　粟飯原　一
主査　　　正木　恵子

工手　畠中　　宏

課長補佐　宮田　伸也
主査　　　杼谷　　学
主事　　　白桃　　薫

課長補佐　高橋　則充
主事　　　藤原　牧子
主事　　　松本　聖生

主査　相原　正弥
主事　森　　由仁
主事　糀原　達也

課長　山口　純一

課長補佐心得　高橋　成文
係長　　　　　鳥庭　　宏
係長　　　　　松本　秀明
主事　　　　　西本　　寛
主事　　　　　北山　敬典

事務局長　溝田　幸男課長補佐 河野　真二
主査 森　　　敏
主事 早瀬　亮介
主任業務員 森　　耕造

農林業の振興、移住交流、商工及び観光、
林業振興に関すること

戸籍及び住民基本台帳、国民年金、統計調査、消費者行政、
町営バス、選挙、町営住宅の維持管理、環境衛生、狂犬病
予防などに関すること

治山及び林道、道路・河
川及び橋りょう、工事に
伴う用地、農地農業用施設、
水道などに関すること

農業委員会に関すること

主査　　森　　英輔
主事　　馬場　達郎

産業観光課
676-1118　IP2007

住民課（選挙管理委員会）
676-1113　IP2003

税の賦課及び徴収、国民健康保険、後期高齢者
医療、国土調査に関すること

税務保険課
676-1115　IP2005

課長　尾西　逸夫

課長　相原　英夫

課長補佐 樫本　高康
係長 鍛　真由美
係長 小西　　明
係長 高橋　　功
主事 坂井　義隆
主事 髙橋　実咲
主事 高橋　宏徳

課長補佐 森下　博文 　課長補佐 　中山　由美
主査 細井多恵子
 （徳島県後期高齢者医療広域連合派遣）
主査 河野あかね 　係長 　阿部　弘幸
係長 山田　公彦 　係長 　日野亜希子
係長 阿部　公成 　主事 　門田　東樹
主事 鈴江　正典
主事 樫本　憲司
 （徳島滞納整理機構派遣）

課長　高橋　信行

出納室長 阿部　吉幸
主査 相原　輝実

現金及び有価証券
等の出納及び保管、
決算の調整などに
関すること

出納室
676-1116
IP2006

各課の配置各課の配置 仕事内容仕事内容と

１２広報かみやま No.２９２



環境センター
678-0011　IP2033

下分保育所
677-0222　IP2026

広野保育所
678-0556　IP2027

総務課
676-1111　IP2001

応接室

町長室
町長　後藤　正和

ト
イ
レ

通用口
電算室

通用口

通用口

総括主任保育士 羽里　智子 総括主任保育士 箱石佳那子
総括主任保育士 西崎　容子 主任保育士 西橋　宏子
保育士 阿部　ゆか 保育士 塩本　敬子
主任調理員 大平　淳子 主任調理員 阿部　澄代

総括主任保育士 小山　典子 総括主任保育士 林　美智代
総括主任保育士 山口　准子 総括主任保育士 楠　　貴代
主任保育士 樽尾　圭子 保育士 堂脇　弓佳
主任調理員 北村　路代 用務員 坂東　史恵

AED

所長　岩西不二子

上分公民館
677-0010　IP2021

用務員　徳永　仁美

下分公民館
677-0004　IP2023

用務員　藤岡　映里

阿川公民館
678-0332　IP2025

用務員　村本　温子

鬼籠野公民館
676-0111　IP2024

用務員　佐々木咲江

学校給食共同調理場
676-1053　IP2034

主査　小松　増美

所長　廣岡　信枝

主任業務員　　岡田　義之
主任業務員　　井上　喜勇
業務員　　　　藤井　康弘

所長　福岡　祐司

支所長　　阿部　くみ
主査　　　多田　誠二

教育次長補佐　滝上　博文
主査　　　　　中村由美子
係長　　　　　粟飯原正博
主事　　　　　一宮　千洋
主事　　　　　駒形　良介
主任業務員　　住友　啓二

課長補佐　高橋　俊行
主査　　　河野　和弘
係長　　　永正　剛士
主任　　　佐々木由紀子
主事　　　花本　布美
技師　　　東城　由紀

主査　　　加藤千恵子
係長　　　近藤　直美
係長　　　原田　　幸
主任　　　大西　希実
主事　　　平嶋　基曜
主任業務員　山本　勝江

副所長　　　浦山　恵美
技師　　　　根本左知子
主任業務員　森長　和代

課長補佐　水上　明彦
課長補佐　木村　耕次
係長　　　手塚　陽代
主事　　　楠上　輝彦

広野支所
678-1111　IP2020

1F

2F

議会との調整、条例規則、文書の管
理、町長秘書、予算決算、地方債、
行政改革、職員の人事、給与及び福
利厚生、財産の管理、消防防災、交
通安全及び防犯、まちづくり計画、
広報、地域情報などに関すること

人権擁護、民生委員、児童福祉、障害者福祉、
高齢福祉、介護保険、保健予防、重度心身障
害者医療等、乳幼児等医療、栄養指導などに
関すること

学校との連絡調整、学校の組織編
成、教育課程、児童生徒の就学、
入退学及び転校、人権教育、生涯
学習、公民館等の運営、文化財、
社会体育施設の管理、各種大会の
開催などに関すること

高齢者の保健・医療・
福祉の相談、支援、
体制づくりなどに関
すること

建設課
676-1514　IP2015

健康福祉課
676-1114　IP2004

教育長室

教育委員会事務局
676-1522  IP2009

地域包括
支援センター
676-1185
IP2031

課長　　東　　圭祐

教育長　河野　善行

教育次長　小山　晃宏

課長　竹内　博久

各課の配置各課の配置各課の配置 仕事内容仕事内容仕事内容とと

平成２６年５月１５日発行１３
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総務課

Ｉ
Ｐ
電
話
の
利
用
に
つ
い
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
の
世
帯
で

は
、
Ｉ
Ｐ
電
話
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
故
障
時
の
連
絡
先

や
料
金
、
利
用
方
法
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
が
多
い
た
め
詳
し
い
内
容
を
ご

案
内
し
ま
す
。

■
Ｉ
Ｐ
電
話
の
か
け
方

神
山
町
・
佐
那
河
内
村
内
へ
の
Ｉ
Ｐ

電
話
へ
…
４
桁
（
２
０
０
０
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
の
通
話
…
０
８
８
か
ら
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
８
８－

６
７
６－

１
１
１

１
）

■
Ｉ
Ｐ
電
話
の
料
金
（
税
抜
き
）

神
山
町
・
佐
那
河
内
村
内
の
Ｉ
Ｐ
電

話
同
士
…
０
円

Ｎ
Ｔ
Ｔ
国
内
通
話
（
全
国
一
律
）…

８
円
／
３
分

携
帯
電
話
（
全
国
一
律
）…
１８
円
／

１
分

■
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
と
の
接
続
方
法

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｉ
Ｐ
電
話
の
回
線
を
混
在

し
て
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
接
続
方
法

に
す
る
と
電
話
機
一
つ
で
両
方
の
回
線

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
発
信
に

つ
い
て
は
基
本
的
に
Ｉ
Ｐ
電
話
が
優
先

と
な
り
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
で
発
信
し

た
い
場
合
は
、
は
じ
め
に
０
０
０
０
を

押
し
て
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
１
０
番
・
１
１
９
番
等
の
緊
急
電

話
へ
は
自
動
的
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
を
選

択
し
ま
す
。

※
停
電
時
Ｉ
Ｐ
電
話
は
利
用
で
き
な
い

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
故
障
時
の
対
応
に
つ
い
て

故
障
か
な
と
思
わ
れ
た
場
合
は
、
一

度
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
、
電
源
を
入
れ

直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
直

ら
な
い
場
合
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
徳

島
か
、
役
場
総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

健康福祉課

臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

※
平
成
２６
年
度
分
の
市
町
村
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方
は
臨
時

福
祉
給
付
金
の
給
付
対
象
者
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
？

平
成
２６
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率

（
８
％
）
引
き
上
げ
に
よ
り
、
所
得
の

低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
に
鑑
み
、

暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
臨

時
福
祉
給
付
金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

②
給
付
対
象
者

平
成
２６
年
度
分
市
町
村
民
税
（
均
等

割
）が
課
税
さ
れ
な
い
方
が
対
象
で
す
。

た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る

方
が
課
税
さ
れ
る
場
合
、
生
活
保
護
制

度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な

ど
は
対
象
外
で
す
。

③
給
付
額

○
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き

１
万
円

○
給
付
対
象
者
の
中
で
下
記
に
該
当
す

る
方
は

５
千
円

を
加
算

・
老
齢
基
礎
年
金
、障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
等
の
受
給
者
な
ど

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手

当
等
の
受
給
者
な
ど

④
申
請
手
続

・
申
請
先
は
、
基
準
日
（
平
成
２６
年
１

月
１
日
）
に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ

れ
て
い
る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

・
申
請
・
支
給
手
続
に
つ
い
て
は
、
現

在
準
備
中
で
す
。

具
体
的
な
申
請
の
受
付
時
期
・
手
続

等
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

健康福祉課

子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

平
成
２６
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
子
育
て
世
帯
の
家

計
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、
消
費
の
下
支

え
を
図
る
た
め
に
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
に
、「
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

こ
の
給
付
を
受
け
取
る
に
は
、
平
成

２６
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る

市
町
村
へ
の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

次
の
ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
す
方

①
平
成
２６
年
１
月
分
の
児
童
手
当
・
特

例
給
付
を
受
給

②
平
成
２５
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所

得
制
限
限
度
額
未
満

◆
対
象
児
童

支
給
対
象
者
の
平
成
２６
年
１
月
分
の

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
対
象
と
な
る

児
童
。

た
だ
し
、次
の
児
童
は
対
象
外
で
す
。

①
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
対
象
と
な

る
児
童

②
生
活
保
護
制
度
の
非
保
護
者
に
あ
た

る
児
童

◆
支
給
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
０
、０
０
０
円

◆
申
請
方
法
・
給
付
金
の
受
取
方
法

た
だ
い
ま
準
備
中
で
す
。

健康福祉課

神
山
町
出
産
祝
金
に
つ
い
て

出
産
を
祝
福
し
、
新
生
児

の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と

と
も
に
本
町
の
活
性
化
と
町

民
の
福
祉
の
増
進
を
目
的
と

し
て
、
平
成
２６
年
４
月
１
日

の
出
産
よ
り
祝
金
を
支
給
し

ま
す
。

s
o
u
m
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w
n
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m
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m
a
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〈本体の背面〉

←屋外にある光電変換装置から LANケーブルを接続します

←パソコン等に LANケーブルを接続します
←NTTからの回線を接続します
←ご利用になる電話機を接続します

〈電話をかける〉

例：２０００ 通話中は緑点滅します

例：０８８‐６７６‐１１１１ 通話中は緑橙点滅します

先頭に「００００」をつけてダイヤル
例：００００‐６７６‐１１１１ 通話中は橙点滅します

IP電話

NTT回線

NTT回線

IP電話で
電話をかける

NTT回線で
電話をかける
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町からのお知らせ町からのお知らせ

〈
支
給
対
象
者
〉

・
母
親
（
死
産
は
除
く
）
で
、
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
。

�

出
産
の
日
に
本
町
に
居
住
し
、

同
日
後
６
箇
月
以
上
本
町
に
居
住

す
る
意
思
が
あ
る
人

�

本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
人

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
対

象
外
と
し
ま
す
。

�

新
生
児
が
本
町
に
住
所
を
有
し

な
い
と
き

�

母
親
及
び
そ
の
配
偶
者
に
町
税

等
の
滞
納
が
あ
る
と
き

〈
出
産
祝
金
の
支
給
額
〉

・
支
給
対
象
と
な
る
母
親
が
出
産
し
た

子
（
本
町
に
住
所
を
有
す
る
同
一
世

帯
の
子
）
の
人
数
に
応
じ
て
、
次
の

額
と
し
ま
す
。

�

第
１
子
及
び
第
２
子：

５
万
円

�

第
３
子
以
上：

１０
万
円

〈
支
給
申
請
〉

・
申
請
書
は
、
広
野
支
所
と
健
康
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
出
産
日
後
６０

日
以
内
に
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

★
出
産
祝
金
第
１
号
誕
生

平
成
２６
年
４
月
４
日
に
尾
木
原
桜

ち
ゃ
ん
（
神

領
字
本
小
野
）

が
生
ま
れ
ま

し
た
。

神
山
町
で

は
平
成
２６
年

４
月
か
ら
出

産
祝
金
を
支

給
し
て
お

り
、
桜
ち
ゃ

ん
は
第
１
号

に
な
り
ま
す
。

桜
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

健康福祉課

病
児
・
病
後
児
保
育
の
お
知
ら
せ

平
成
２６
年
４
月
か
ら
病
児
・
病
後
児

保
育
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
が
７
カ

所
に
な
り
ま
す
。（
途
中
か
ら
９
カ
所

に
な
る
予
定
で
す
。）

◆
病
児
・
病
後
児
保
育
と
は

こ
の
事
業
は
、
お
お
む
ね
１０
歳
未
満

の
お
子
様
が
病
気
中
や
病
気
の
回
復
期

に
あ
っ
て
、
か
つ
保
護
者
が
就
労
し
て

い
る
な
ど
の
理
由
で
家
庭
で
保
育
が
で

き
な
い
と
き
に
、
お
子
様
を
一
時
的
に

預
か
る
事
業
で
す
。

◆
対
象
児
童

お
お
む
ね
１０
歳
未
満
の
子
ど
も

◆
対
象
と
な
る
病
気

か
ぜ
、
消
化
不
良
症
な
ど
子
ど
も
が

日
常
か
か
る
疾
患
や
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
、風
し
ん
な
ど
の
感
染
症
疾
患
、

ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
慢
性
疾
患
お
よ
び
骨

折
な
ど
の
外
傷
性
疾
患
な
ど
で
、
当
面

の
症
状
の
急
変
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

「
病
気
の
回
復
期
に
至
っ
て
い
な
い
」

ま
た
は
「
回
復
期
で
あ
っ
て
も
集
団
保

育
は
困
難
で
あ
る
」と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

◆
利
用
料
金

日
額
１
８
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯

や
市
区
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
世
帯
は
無
料
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
は
９
０
０
円
）

◆
申
込
み
方
法

前
日
ま
た
は
当
日
、
電
話
な
ど
で
利

用
を
希
望
す
る
実
施
施
設
へ
直
接
お
問

い
合
わ
せ
し
て
い
た
だ
き
、
空
き
状
況

な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

事
前
に
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
よ
る

「
病
児
・
病
後
児
保
育
の
可
能
確
認
」

が
さ
れ
た
利
用
申
請
書
が
必
要
で
す
。

健康福祉課

障
害
者
手
帳
の
交
付

○
身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
、
聴
覚
又
は
平
衡
機
能
、
音
声
・

言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能
、
肢
体
不
自

由
、
内
部
機
能
（
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼

吸
器
・
ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
・
小
腸
・

免
疫
機
能
・
肝
臓
機
能
）
に
障
害
の
あ

る
方
が
対
象
で
す
。

【
必
要
書
類
等
】
①
申
請
用
紙

②
知

事
が
指
定
す
る
医
師
の
診
断
書

③
本

人
の
写
真
（
１
年
以
内
の
も
の
、
タ
テ

４
㎝
×
ヨ
コ
３
㎝
）

④
印
鑑

○
療
育
手
帳

知
的
障
害
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
（
１８
歳
未

満
）
又
は
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
１８
歳
以
上
）
に
お
い
て
、
知
的

障
害
と
判
定
さ
れ
た
方
に
対
し
て
交
付

さ
れ
ま
す
。

【
必
要
書
類
等
】
①
申
請
用
紙

②
本

人
の
写
真
（
１
年
以
内
の
も
の
、
タ
テ

４
㎝
×
ヨ
コ
３
㎝
）

③
印
鑑

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

精
神
障
害
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

【
必
要
書
類
等
】
①
申
請
用
紙

②
精

神
障
害
の
診
断
書

③
障
害
年
金
の
証

書
写
し
、
直
近
の
年
金
振
込
通
知
書
の

写
し
等
（
こ
の
場
合
、
診
断
書
は
不
要

で
す
）

④
本
人
の
写
真
（
１
年
以
内

の
も
の
、
タ
テ
４
㎝
×
ヨ
コ
３
㎝
）

⑤
印
鑑

健康福祉課

不
妊
に
悩
む
方
へ
の

特
定
治
療
支
援
事
業
に
つ
い
て

不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
へ
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
治
療
費

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
２６
年

度
か
ら
４０
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
、
助

成
を
拡
大
し
ま
す
。

○
対
象
者

�

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫

婦
で
神
山
町
に
１
年
以
上
住
所
を

有
し
て
い
る
こ
と

�

徳
島
県
が
実
施
す
る
徳
島
県
こ

う
の
と
り
応
援
事
業
の
決
定
を
受

け
て
い
る
こ
と

○
対
象
と
な
る
治
療

徳
島
県
知
事
が
指
定
し
た
医
療
機
関

に
お
い
て
行
う
特
定
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
・
顕
微
授
精
）

○
助
成
額
及
び
助
成
期
間

特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
の
う

ち
、
徳
島
県
か
ら
交
付
決
定
さ
れ
た
助

成
金
を
控
除
し
て
得
た
額
を
助
成
額
と

し
、
１
回
の
治
療
に
つ
き
１０
万
円
を
年

度
当
た
り
２
回
（
初
年
度
は
３
回
）
を

限
度
と
し
、
通
算
５
年
間
助
成
し
ま

す
。（
通
算
回
数
は
１０
回
ま
で
）
た
だ

し
、
平
成
２６
年
度
以
降
に
新
規
で
助
成

を
受
け
る
場
合
は
、
治
療
期
間
の
初
日

に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
４０
歳
未
満
の
場

合
、
年
間
助
成
回
数
及
び
通
算
助
成
期

間
に
つ
い
て
は
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
通
算
回
数
は
６
回
ま
で
）

○
申
請
に
つ
い
て

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る
年
度

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
神
山
町
健
康
福
祉
課
予
防

係

電
話
６
７
６－

１
１
１
４

Ｉ
Ｐ

２
０
０
４
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

健康福祉課

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
〜
徳
島
保
健
所
よ
り
〜

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
、
エ
イ
ズ
（
後
天
性

免
疫
不
全
症
候
群
）
の
原
因
ウ
イ
ル
ス

で
あ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
は
「
誰
も
が
か
か
る
！
」
可
能
性
が

平成２６年５月１５日発行１５



あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
エ
イ
ズ
相
談
・

検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ

ん�
匿
名
��
無
料
��
申
し
込
み
不
要
�

で
す
。
検
査
結
果
は
採
決
後
、
約
３０
分

で
お
伝
え
で
き
ま
す
。

■
受
付
日
時

①
定
例
相
談
／
検
査

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）
午
後
０
時
３０
分
か
ら
午

後
２
時
ま
で

②
夜
間
相
談
／
検
査

平
成
２６
年
６
月
３
日
�
、
８
月
５

日
�
、
１０
月
７
日
�
、
１２
月
２
日

�
、
平
成
２７
年
２
月
３
日
�

い
ず
れ
も
午
後
６
時
か
ら
７
時
ま
で

■
受
付
・
検
査
場
所

東
部
保
健
福
祉
局

徳
島
保
健
所

２
階
検
診
コ
ー
ナ
ー
（
徳
島
市
新
蔵
町

３
丁
目
８０
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

東
部
保
健
福
祉
局

徳
島
保
健
所

疾
病
対
策
担
当

電
話：

６
０
２－

８
９
０
７（
直
通
）

税務保険課

平
成
２６
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重
症
化
の

予
防
の
た
め
、健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

健
康
診
査
の
対
象
と
な
る
方
に
は

『
健
康
診
査
受
診
券
』
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
査
受
診
券
を
お
送
り
す
る
時
期

○
入
院
を
さ
れ
て
い
な
い
方
、
ま
た
は

生
活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
て
い
な
い

方
…
平
成
２６
年
８
月
（
予
定
）

入
院
を
さ
れ
て
い
た
方
及
び
生
活
習

慣
病
と
診
断
さ
れ
た
方
は
、
す
で
に
健

康
状
態
を
把
握
さ
れ
、
医
師
の
指
導
を

受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
健
康
診
査
の
対
象
者
か
ら
除
い
て

い
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
生
活
習
慣
が
発

症
原
因
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
病
気
で
、
糖
尿
病
、
高
血

圧
性
疾
患
、
脂
質
異
常
症
、
虚
血
性

心
疾
患
、
そ
の
他
心
疾
患
、
く
も
膜

下
出
血
、
脳
内
出
血
、
脳
梗
塞
、
脳

動
脈
硬
化
、
そ
の
他
脳
血
管
疾
患
、

動
脈
硬
化
が
あ
り
ま
す
。

○
上
記
以
外
の
方
で
、
平
成
２６
年
４
月

以
降
に
血
液
検
査
や
尿
検
査
を
さ
れ

て
い
な
い
方

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成
２６

年
８
月
以
降
に
お
住
ま
い
の
市
町
村
担

当
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
る
健
康
診
査

申
込
書
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り
は
平
成
２６
年
１１
月
末
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

○
平
成
２６
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
２６
年

９
月
３０
日
ま
で
の
間
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方

加
入
時
期
に
応
じ
、
次
の
と
お
り
５

月
か
ら
１０
月
ま
で
の
間
に
健
康
診
査
申

込
書
を
送
付
し
ま
す
。
入
院
を
さ
れ
て

い
な
い
方
ま
た
は
生
活
習
慣
病
と
診
断

さ
れ
て
い
な
い
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
広
域
連
合
事
務
局
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
券
を
後
日
送
付

し
ま
す
。

健
康
診
査
申
込
書
の
送
付
時
期（
予
定
）

①

１
月
１
日
か
ら
３
月
３１
日
ま
で
の

間
に
加
入
さ
れ
た
方

５
月

②

４
月
１
日
か
ら
５
月
３１
日
ま
で
の

間
に
加
入
さ
れ
た
方

６
月

③

６
月
１
日
か
ら
７
月
３１
日
ま
で
の

間
に
加
入
さ
れ
た
方

８
月

④

８
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の

間
に
加
入
さ
れ
た
方

１０
月

○
平
成
２６
年
１０
月
以
降
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る
方

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康
診
査

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
ま
で
に
、
現
在
加

入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
で
健
康
診
査

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
施
設
入
所
さ
れ
て
い
る
方

障
害
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
保

険
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
健
康
診
査
を
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

健
診
項
目

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
尿
検
査

受
診
費
用

無
料

受
診
期
間

受
診
券
を
受
け
取
ら
れ
た

と
き
か
ら
平
成
２６
年
１２
月

末
日
ま
で

○
お
問
い
合
わ
せ

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
事
業
課

電
話
０
８
８－

６
７
７－

３
６
６
６

まむし（ハメ）血清の配置
本年も次の場所に、まむし血清を配置していま
す。配置期間は、５月１日から１０月３１日までです。

IP 電話

４４２７

２９４６

電話番号

６７７－００６６

６７６－０６８２

６７４－１２２４

所 在 地

下分字今井１６３

神領字北１６６－１

石井町石井字石井４５６－１

名 称

神 山 医 院

大 黒 屋

�杉山薬局

ze
im
u
@
to
w
n
.ka
m
iya
m
a
.lg
.jp

Ｉ
Ｐ

２
０
０
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
１
１
５

税
務
保
険
課

１６広報かみやま No.２９２



町からのお知らせ町からのお知らせ
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産業観光課

岩
手
県
宮
古
市
で
神
山
し
だ
れ

桜
を
植
樹

神
山
町
と
友
好
提
携
を
結
ん
で
い
る

岩
手
県
宮
古
市
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
山
さ

く
ら
会
か
ら
神
山
し
だ
れ
桜
が
寄
贈
さ

れ
、
宮
古
市
の
道
の
駅
や
ま
び
こ
産
直

館
と
松
原
公
園
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

松
原
公
園
で
は
隣
接
す
る
そ
け
い
幼
稚

園
児
童
５１
人
の
手
に
よ
っ
て
植
樹
さ
れ

ま
し
た
。
宮
古
市
の
桜
の
開
花
は
神
山

町
よ
り
約
１
ヶ
月
遅
く
４
月
下
旬
に
満

開
を
迎
え
ま
す
。
数
年
先
に
は
宮
古
市

と
神
山
町
の
友
好
の
証
と
し
て
多
く
の

花
が
咲
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

【後期高齢者医療制度】保険料率改定のお知らせ

保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成２６年度及び平成２７年度の保険料率（被保険者均等割額・
所得割率）が決定しました。
被保険者一人ひとりに納めていただく保険料は、公費や現役世代の支援金とともに大切な財源となります。

１０．０２％（被保険者が所得に応じて負担）

●保険料の計算方法…被保険者均等割額と所得割額を合計して，個人単位で計算します。保険料の上限は年額５７万
円です。（平成２６年４月１日から保険料の上限が年額５５万円から５７万円に引き上げられました。）
保険料 ＝ 被保険者均等割額 ５１，２７３円＋｛（総所得金額等－３３万円）×所得割率 １０．０２％｝
●保険料の軽減…所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は，次のとおり保険料が
軽減されます。

【お問合せ先】神山町税務保険課 電話０８８－６７６－１１１５ IP電話２００５

所得割率

５１，２７３円（被保険者全員が等しく負担）

世帯主と世帯の被保険者の所得額の
合計に応じて、均等割額が世帯単位
で軽減されます。

均等割額の
軽減割合

９割

８．５割

５割

２割

世帯の所得額の合計

３３万円以下で，世帯内の被保険者全員の所
得がない（年金収入８０万円以下）

３３万円以下

３３万円＋（２４万５千円×被保険者数）以下

３３万円＋（４５万円×被保険者数）以下

被保険者均等割額

被保険者均等割額の軽減 被保険者の基礎控除（３３万円）後の総所得金
額等に応じて、所得割額が軽減されます。

所得割の軽減割合

５割

基礎控除（３３万円）後の
総所得金額等

５８万円以下

所得割額の軽減

後期高齢者医療制度加入の前日まで，国
保・国保組合以外の健康保険の被扶
養者となっていた方が対象となります。

所得割額

負担なし

均等割額

９割軽減

被用者保険の被扶養者で
あった場合の軽減

平平成成２２６６年年度度 神神山山町町税税・・保保険険料料（（税税））納納期期限限一一覧覧表表

軽自動車税

６月２日全期

町県民税

６月３０日

９月１日

１２月１日

３月２日

１期

２期

３期

４期

固定資産税

６月２日

７月３１日

１０月３１日

２月２日

１期

２期

３期

４期

国民健康保険税

３

後期高齢者医療保険料

３

３１

２

○

３／２

２

○

３／２

１

２／２

１

２／２

１２

○

２５

１２

○

２５

１１

１２／１

１１

１２／１

１０

○

３１

１０

○

３１

９

３０

９

３０

８

○

９／１

８

○

９／１

７

３１

７

６

○

６

○

５

５

４

○

４

○

月

特別徴収

普通徴収

月

特別徴収

普通徴収

産
業
観
光
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
１
１
８

Ｉ
Ｐ

２
０
０
７

sang
youkanko@

tow
n.kam

iyam
a.lg
.jp

平成２６年５月１５日発行１７



全 体 人 口 動 態
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教育委員会

神
山
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金

交
付
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

神
山
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金
交
付

制
度
は
、
神
山
町
が
指
定
す
る
県
外
で

開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
、
神
山

町
民
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
・
意
欲
を
高
め
、
ま

た
技
術
の
向
上
及
び
健
康
増
進
に
務
め

る
こ
と
へ
の
助
成
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。対

象
と
な
る
大
会
は
、
国
、
自
治
体

及
び
教
育
委
員
会
が
主
催
又
は
後
援
す

る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
宿
泊
を
伴
う
四

国
大
会
以
上
の
出
場
経
費
に
限
り
ま
す

が
、
県
大
会
等
の
選
抜
大
会
を
経
ず
代

表
と
な
っ
た
場
合
は
助
成
対
象
と
し
ま

せ
ん
。

助
成
金
の
交
付
額
は
、
個
人
は
１
万

円
、
団
体
は
３
万
円
以
内
と
し
、
助
成

対
象
経
費
と
い
ず
れ
か
低
い
額
を
交
付

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会
体
育

係
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住民課

神
山
町
に
新
た
な
大
気
汚
染
監
視

局
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

神
領
上
角
に
、
大
気
中
に
含
ま
れ
る

汚
染
物
質
を
監
視
・
測
定
す
る
監
視
局

が
新
設
さ
れ
、
平
成
２６
年
４
月
１
日
よ

り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

観
測
さ
れ
る
汚
染
物
質
に
は
、
中
国

よ
り
飛
来
し
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

と
さ
れ
る
「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。徳
島
県
は
、こ
れ
ま
で
５
ヶ

所
の
監
視
局
を
１０
ヶ
所
に
増
や
す
こ
と

で
、
広
域
的
に
Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど
の
汚

染
物
質
の
飛
来
を
監
視
し
、
汚
染
濃
度

の
上
が
っ
た
市
町
村
に
対
し
て
は
注
意

を
促
す
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
、
県
民

の
健
康
と
郷
土
の
環
境
を
守
る
た
め
に

監
視
局
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

測
定
結
果
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
そ
ら
ま
め
君
」
と
検
索
す
れ
ば
専
用

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
移
る
こ
と
が
で

き
、
測
定
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

住民課

選
挙
管
理
委
員
の
異
動

前
委
員
長
佐
々
木
昭
氏
の
退
職
に
伴

い
、
平
成
２６
年
４
月
２
日
に
開
催
さ
れ

た
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
新
委
員

長
に
阿
部
悦
弘
氏
、
職
務
代
理
者
に
井

上
權
一
氏
、
新
委
員
に
東
弘
晃
氏
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
２８
年
６

月
２９
日
ま
で
。

委
員
長

阿
部
悦
宏（
下
分
字
鍋
岩
）

委

員
（
職
務
代
理
者
）

井
上
權
一（
上
分
字
江
田
）

委

員

細
井
康
弘（
阿
野
字
長
谷
）

同

東

弘
晃（
下
分
字
東
稲
原
）

補
充
員

妙
見
尹
志（
神
領
字
東
野
間
）

同

河
野
訓
生（
阿
野
字
福
原
）

同

上
田
一
夫（
上
分
字
門
屋
）

kyo
iku
@
to
w
n
.ka
m
iya
m
a
.lg
.jp

Ｉ
Ｐ

２
０
０
９

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
５
２
２

教
育
委
員
会

ju
m
in
@
to
w
n
.ka
m
iya
m
a
.lg
.jp

Ｉ
Ｐ

２
０
０
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
１
１
３

住
民
課

神神山山町町のの人人口口動動態態
●神山町の人口・世帯数の推移

世帯数
（単位：世帯）

３，４４５

３，３３１

３，２２５

３，１３４

３，０２２

２，９４０

２，８３７

２，７３８

２，６２１

２，５９０

２，５８９

２，５７４

２，６１２

２，６０３

〈注意〉集計は、年度で行っています。「Ｈ２５年度」の場合は、平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日の数値
になります。

人口

１４，５７４

１２，８７８

１１，９６９

１１，１７５

１０，３９７

９，６６５

８，６９２

７，８０６

６，７５２

６，５９６

６，４６５

６，３５０

６，２３９

６，０８８

増減
合計

△４３７

△１６３

△１９６

△１９７

△２１５

△１８０

△１４２

△１５８

△１８９

△１５６

△１３１

△１１５

△１１１

△１５１

その他
の増減

－

－

－

－

－

△４

０

０

△１

６

△４

△８

５３

１

社会動態

小計

△４０５

△１２２

△１６９

△１６１

△１９０

△９５

△２３

△５３

△６８

△５６

△２４

１２

△３３

△２３

転出

８８０

５６２

４８０

３９４

３７６

３０８

２２０

１９２

１８１

１８３

１５１

１３９

１６７

１８２

転入

４７５

４４０

３１１

２３３

１８６

２１３

１９７

１３９

１１３

１２７

１２７

１５１

１３４

１５９

自然動態

小計

△３２

△４１

△２７

△３６

△２５

△８１

△１１９

△１０５

△１２０

△１０６

△１０３

△１１９

△１３１

△１２９

死亡

１７０

１６０

１３８

１３０

１１０

１３８

１５４

１２７

１３６

１２７

１２５

１４４

１５１

１４４

出生

１３８

１１９

１１１

９４

８５

５７

３５

２２

１６

２１

２２

２５

２０

１５

Ｓ４５年度

Ｓ５０年度

Ｓ５５年度

Ｓ６０年度

Ｈ１年度

Ｈ５年度

Ｈ１０年度

Ｈ１５年度

Ｈ２０年度

Ｈ２１年度

Ｈ２２年度

Ｈ２３年度

Ｈ２４年度

Ｈ２５年度

●人口の集計について
神山町で行っている人口の集計は、住民基本台帳法に基づいて行っています。
平成２４年７月９日に住民基本台帳法の一部改正があり、神山町に住む中長期

在留資格者等の外国人の方々も住民基本台帳法上で集計することとなりました。
平成２４年度からの集計人口は、改正日以降のため外国人の方々も含まれてい
ます。

１８広報かみやま No.２９２



町からのお知らせ町からのお知らせ

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
生
募
集

神
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
左
記
の
要
領
で
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

神
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

六
七
六－

一
一
八
六

Ｉ

Ｐ：

四
四
三
〇

登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集

町
内
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

在
宅
高
齢
者
の
身
体
介
護
や
生
活
援
助
な

ど
…
。

資

格：

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上

ま
た
は
看
護
師
・
准
看
護
師

年

齢：

６９
歳
ま
で
の
方

時

給：

１
２
０
０
円
〜

（
当
会
規
定
に
よ
る
）

※
各
種
手
当
有

（
移
動
・
研
修
・
年
末
手
当
）

※
各
保
険
制
度
あ
り

（
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
）

時

間：

要
相
談

そ
の
他：

要
普
通
自
動
車
免
許

・
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

神
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

訪
問
介
護
事
業
所

訪
問
入
浴
介
護
事
業
所

�：

６
７
６－

１
１
６
６

Ｉ
Ｐ：

４
４
３
０

求
職
者
支
援
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用
保
険
を
受
給

で
き
な
い
求
職
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
職

業
訓
練
（
介
護
・
パ
ソ
コ
ン
・
医
療
事
務
）

な
ど
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を
支
援
す
る
制

度
で
す
。
徳
島
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
求

職
者
支
援
訓
練
の
受
講
に
関
す
る
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
事
前
予
約
不
要
）

●
「
求
職
者
支
援
訓
練
受
講
説
明
会
」
の
開

催
日
時

５
月
２１
日
（
水
）
１０
時
〜
１１
時
３０
分

６
月
３
日
（
火
）
１０
時
〜
１１
時
３０
分

６
月
１７
日
（
火
）
１０
時
〜
１１
時
３０
分

７
月
２
日
（
水
）
１０
時
〜
１１
時
３０
分

７
月
１５
日
（
火
）
１０
時
〜
１１
時
３０
分

�
徳
島
公
共
職
業
安
定
所

�
６
２
２－

６
３
７
４

（
徳
島
市
出
来
島
本
町
１
丁
目
５
番
地
）

神
山
町
商
工
会
発
行

電
話
帳
の
掲
載
内
容
変
更
等
の

募
集
に
つ
い
て

商
工
会
で
は
、
固
定
電
話
と
Ｉ
Ｐ
電
話
両

方
の
番
号
を
掲
載
し
た
電
話
帳
・
第
３
版
を

平
成
２６
年
度
中
に
発
行
予
定
で
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
に
つ
い
て
商
工
会
が
平
成

２１
年
１２
月
に
発
行
し
た
第
２
版
に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
方
、
ま
た
新
た
に
加
入
さ
れ
た
方

の
御
氏
名
・
番
号
は
当
方
で
は
調
査
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
新
た
に
第
３
版
に

掲
載
し
て
ほ
し
い
方
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡

頂
き
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
７
月
末

ま
で
に
所
定
の
用
紙
に
ご
記
入
下
さ
い
ま
す

様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
前
回
発
行
の
第
２
版
の
掲
載
内
容

を
訂
正
し
て
ほ
し
い
方
、
同
一
世
帯
で
固
定

電
話
と
Ｉ
Ｐ
電
話
の
名
義
が
違
う
場
合
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
名
義
に
な
っ
て
い
る
方
な

ど
、
ご
希
望
に
沿
う
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
訂
正
ご
希
望
の
方
も
本
会
所
定

の
用
紙
で
７
月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

神
山
町
商
工
会
（
町
役
場
東
隣
）

電
話
６
７
６－

１
２
３
２

Ｉ
Ｐ
電
話
４
５
１
９

「
知
っ
て
く
だ
さ
い
発
達
障
が
い
の
こ
と
」

皆
さ
ん
は
、「
発
達
障
が
い
」
と
い
う
障

が
い
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
発
達
障
が
い
が

あ
る
人
は
、
社
会
生
活
を
送
る
上
で
、
い
ろ

い
ろ
と
困
る
こ
と
が
多
く
、
よ
く
「
生
き
づ

ら
い
」
と
表
現
さ
れ
ま
す
。
本
人
に
は
悪
気

は
な
く
、
む
し
ろ
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
る

の
に
人
間
関
係
や
集
団
生
活
で
困
難
に
直
面

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
の

中
に
は
発
達
障
が
い
の
特
性
を
抱
え
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

発
達
障
が
い
が
あ
る
人
の
特
性
と
し
て
、

●
相
手
や
場
面
に
応
じ
た
会
話
を
す
る
こ
と

が
苦
手

●
自
分
の
感
情
を
示
し
た
り
表
情
か
ら
他
人

の
気
持
ち
を
読
み
と
る
こ
と
が
難
し
い

●
不
器
用
で
あ
っ
た
り
、
聴
覚
や
嗅
覚
の
過

敏
性
が
強
く
苦
痛
を
感
じ
る

●
パ
タ
ー
ン
化
し
た
行
動
や
、
あ
る
特
定
分

野
へ
の
知
識
・
興
味
が
極
端
に
強
い

●
予
定
外
の
こ
と
が
起
こ
る
と
混
乱
す
る
、

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

発
達
障
が
い
は
脳
機
能
の
障
が
い
で
あ

り
、
保
護
者
の
育
て
方
や
本
人
の
努
力
不
足

が
原
因
で
起
こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
治
療
す
れ
ば
完
治
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
早
期
か
ら
の
適
切
な
支
援

と
、
周
囲
の
人
の
障
が
い
へ
の
正
し
い
理

解
、
障
が
い
が
あ
る
本
人
が
自
分
の
特
性
を

正
し
く
理
解
し
、
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
く

た
め
の
工
夫
や
対
策
を
す
る
こ
と
で
、
社
会

生
活
が
送
り
や
す
く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
徳
島
県
発
達
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
で
は
、
発
達
障
が
い

に
関
し
て
、
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
あ
ら
ゆ

る
年
代
層
の
方
の
、
家
庭
生
活
や
学
校
生

活
、
就
労
に
関
す
る
御
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
予
約
制
で
、
県
内
５
箇
所

で
巡
回
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
電

話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
住
所
：
小
松
島
市
中
田
町
新
開
２－

２

電
話
０
８
８
５－

３
４－

９
０
０
１
】

著
者
（
銀
河
鉄
道
９
９
９
）
は
や
し

た
か

し
氏
、
元
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ

夏
峰

千

氏
、
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日

時：

平
成
２６
年
６
月
２９
日
（
日
曜
日
）

第
１
部
（
１０：

３０
か
ら
１２：

３０
）。

第
２
部
（
１４：

００
か
ら
１６：

００
）

場

所：

神
山
温
泉
癒
や
し
の
湯
２
階
大
広
間

定

員：

１
部
２
部
共
に
２
０
０
名
ず
つ

参
加
費：

大
人
１
、
５
０
０
円
、
小
人
（
高

校
生
ま
で
）
無
料

電
話
で
の
受
け
付
け
に
な
り
ま
す
。

申
込
先
０
８
８－

６
７
９－

８
１
８
８

担

当：

久
保
（
久
保
接
骨
医
院
内
）

（
受
付
時
間
１２
時
か
ら
１５
時
、
１９
時
か
ら
２１

時
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

平成２６年７月１日～８月８日まで
の２８日間（１３１時間）
午前９時から午後４時まで
※講義内容によって時間変更があ
ります。

神山町社会福祉協議会
神山町シルバー人材センター

５５歳以上で就職を希望する高齢求
職者等

介護職員初任者研修取得に必要な
介護の基礎や知識

１５名

無 料

講習日時

講習会場

対 象 者

講習内容

受講定員

受 講 料

平成２６年５月１５日発行１９



�

介護予防シリーズ�

○●６５歳以上の方へ●○
高齢期の健康づくりは、これまでの生活習慣病の予防に加えて、生活機能の低下を防ぐために介護予防の
取り組みが必要となってきます。
「基本チェックリスト」を使ってあなたの生活や健康状態をチェックし、いつまでもいきいきと活動的に
暮らせるように介護予防に取り組みましょう
昨年度までは、該当者全員に「基本チェックリスト」を送付し返信用封筒にてご返送していただいていま
したが、平成２６年度からは各地区公民館で「基本チェックリスト」を配布しておりますので必要な方はご利
用ください。

点数

Ａ

／５

Ｂ

／５

Ｃ

／２

Ｄ

／３

Ｅ

／２

Ｆ

／３

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

お問い合わせは…地域包括支援センター 電話：６７６－１１８５（IP：２０３１）

「基本チェックリスト」の結果、①～④のいずれかに該当する方は、生活機能
の低下のおそれがあります。神山町では、介護予防の取り組みが必要と認めら
れた方については、通所型介護予防事業を実施しています。事業に参加を希望
される方は、各地区公民館で配布している「基本チェックリスト」に記入して
提出していただくか、地域包括支援センターまでお問い合わせください。

回 答

いいえ１点

いいえ１点

いいえ１点

いいえ１点

いいえ１点

いいえ１点

いいえ１点

いいえ１点

いいえ０点

いいえ０点

いいえ０点

いいえ０点

いいえ０点

いいえ０点

いいえ０点

いいえ１点

いいえ０点

いいえ０点

いいえ１点

いいえ０点

はい

はい

はい

はい

はい

はい０点

はい０点

はい０点

はい０点

はい０点

はい０点

はい０点

はい０点

はい１点

はい１点

はい１点

はい１点

はい１点

はい１点

はい１点

はい０点

はい１点

はい１点

はい０点

はい１点

質 問 項 目

バスや電車で１人で外出していますか

日用品の買物をしていますか

預貯金の出し入れをしていますか

友人の家を訪ねていますか

家族や友人の相談にのっていますか

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか

１５分位続けて歩いていますか

この１年間に転んだことがありますか

転倒に対する不安は大きいですか

６ヶ月間で２～３kg以上の体重減少がありましたか

BMI（肥満度）が１８．５未満ですか
⇒BMI の求め方は、体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）
※身長は cm（センチ）ではなく、m（メートル）を使います
半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

お茶や汁物等でむせることがありますか

口の渇きが気になりますか

週に１回以上は外出していますか

昨年と比べて外出の回数が減っていますか

周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか

自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか

今日が何月何日かわからない時がありますか

（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない

（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった

（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる

（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない

（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする

①Ａ～Ｆの合計が１０点以上
②Ｂの合計が ３点以上
③Ｃの合計が ２点
④Ｄの合計が ２点以上

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

２０広報かみやま No.２９２



胃がん

肺がん

大腸がん

乳がん

子宮頸がん

前立腺がん
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健康づくりシリーズ�

今、日本人の２人に１人がかかり、３人に１人が亡くなる病気、がん。
今年もがん検診の季節です。年に一度はがん検診を受け体の状態を確認しましょう。

�������		
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２位

胃、胆のう

肝臓

肝臓、胆のう

（徳島県保健・衛生統計年報）

町では、神山町民の方を対象に６種類（胃がん、肺がん、大腸がん、乳がん、子宮頸がん、前立腺がん）
のがん検診を実施していますが、受診される方が大変少ないです。

�
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肺がん以外は、
神山町民のおお
むね１割の方の
受診にとどまっ
ています。

トピック ５月３１日（土）は世界禁煙デー

５月３１日（土）から６月６日（金）までは禁煙週間

皆さんCOPD（シーオーピーディー）という病気をご存じですか？これは慢性閉塞性

肺疾患と言い、今、日本をはじめ世界で急速に増えている肺の病気です。

COPDは長期の喫煙によって起こる肺の炎症性疾患で、咳・痰・息切れを主症状として徐々に呼吸

障害が進行する病気です。原因の９０％はタバコの煙で、喫煙者の２０％が発症するとされています。

COPDの発症予防と進行を止めるのは禁煙によって可能で、早期に禁煙するほど

有効性は高いです。

お問い合わせは 神山町健康福祉課予防係 ６７６－１１１４ IP２００４

年に１度はがん検診を!!

１位

肺

肺

肺

皆さんはどこかで検診を受けていますか？
皆さんのお体が心配なので、職場などでがん検診を受ける機会のない方は、町のが
ん検診を利用し、がんの早期発見を行いましょう!!

男性

女性

男女計
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５位

膵臓

乳房

膵臓

（国立がん研究センターがん対策情報センター）

４位

肝臓

膵臓

肝臓

３位

大腸

胃

大腸

２位

胃

肺

胃

１位

肺

大腸

肺

男性

女性

男女計
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一般家庭

回収窓口

リサイクル施設

特定窓口 指定取引場所

廃消化器を引取り、解体、選別などを実施する

ゆうパック専用
コールセンター

日本郵政

安全ピンは
付いているか？

ホースに
詰まりや
ヒビ割れは
ないか？

全体に変形や
異常はないか？

圧力ゲージの
圧力が規定値
内にあるか？

キャップは
ゆるんで
いないか？

使用期限は
過ぎていない
か？

容器にサビや
変形はないか？

8cm

5.5cm

消火器販売店等で購入

消火器の点検・チェック

バーコードが縦になるように

貼り付ける

��

１１９

消防署だより
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消火器のリサイクルは、耐用年数をむかえた消火器を安全に回収してリサイクル
する『セーフティー＆エコロジー』な取り組みです。２０１０年より運用してます。現
在お持ちの消火器を破棄する場合は、既販品用消火器リサイクルシールを指定引取
場所（メーカー営業所）あるいは特定窓口（消火器販売店）で購入し、消火器に貼
り付け、特定窓口や指定引取場所へお持ちください。２０１０年以降に製造されている
消火器は、リサイクルシールが貼られています。（リサイクルシールは有料です。）

☆ 注 意 事 項
神山消防署は、消火器のリサイクルの回収窓口ではありません。
ご不明な点等がありましたら、神山消防署までお問い合わせ下さい。

IP電話から消防署へ電話を掛けるときは、

IP２１１９または０８８－６７６－１１９９へお掛け下さい。
※IP電話から１１９番は繋がりません

２２広報かみやま No.２９２
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１１０

駐在所だより
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平成２６年５月１日（木）～５月３１日（土）

若葉の美しい季節となり、自転車で外出する機会も多くなることと思います。
本年も５月を「自転車月間」として、既に各署では、広報キャンペーン等が実施されているところです。
アップダウンの多い町内においては、通り慣れた道でも、思わぬ大きな危険が潜んでいます。この機会
に交通ルールやマナーについて考え、自転車事故を無くしましょう！
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��������������		

����
この季節、近頃は山歩きや山菜採りがブームとなっていますが、一方では事故も多発しています。慣れ
た山でも、収穫に夢中になって迷ったり、無理をして崖から転落する等の事故もあります。そしてもうす
ぐ、雨の多い季節がやってきます。
それに伴い毎年、土須峠やスーパー林道付近では、道路への落石も多く見受けられます。
次のことに心がけて、楽しい山歩きや山菜採りを楽しんでください。
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心 よ
り お 慶 び 申 し 上 げ ま す

祝 歳
～元気なおじいちゃん　おばあちゃん～

祝 歳
じいちゃん　おば
100
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～旬の野菜を添えて～

�������	
��
���
■材 料 ４人分

トマトケチャップ…大さじ１・１／３
ウスターソース ……大さじ２／３
人参（緑黄色野菜） …………１２０g
バター……………………小さじ１
塩………………………………少々
スナップエンドウ（淡色野菜）…８０g

■作り方
①さわらは、１切れを半分に切り、塩、こしょうをふる。
②溶き卵に粉チーズを混ぜる。
③水気をふいた①に小麦粉を薄くまぶし、②をたっぷりつける。
④フライパンに油を熱し、中火にして、③を入れ、きれいな焼き色がつい
たら裏返して焼いて、火を通す。
⑤人参は、好みの形に切り、鍋に入れ、塩、バター、ひたひたの水を加え、
やわらかくなるまで煮る。
⑥スナップえんどうは、両端を切り、さっとゆで、④の魚を取り出したフ
ライパンでさっと炒める。
⑦トマトケチャップとソースを合わせ、器に敷き、④を盛りつけ、人参グ
ラッセと、スナップえんどうを添える。

ピカタは、豚肉や鶏胸肉、牛肉、豆腐など素材を変えたり、
粉チーズの代わりにマヨネーズを加えると風味がよくなり
ます。また、パセリやバジルのみじん切りを加えると食欲
をそそりますよ！

さわら切身…………………４切れ
塩……………………小さじ１／３
こしょう………………………少々
小麦粉……………大さじ１・１／２
卵………………………………１個
粉チーズ…………大さじ１・１／３
油…………………大さじ１・１／４

ワンポイント
アドバイス

������

栄養価１人分：エネルギー２２２kcal、たんぱく質１５．９g

脂質１２．８g、塩分１．１g、野菜総重量５０g
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表
◆

紙
◆

ル
◆

ポ
◆

ル
◆

タ
◆

ー
◆

ジ
ュ

小
野
さ
く
ら
野
舞
台
は
昭
和

２６
年
に
造
営
さ
れ
、
そ
の
後
は

閉
座
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

１３
年
に
復
活
し
て
か
ら
は
形
浄

瑠
璃
な
ど
の
講
演
が
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
で
国
民
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
平
成
１９
年
に
舞
台
の
増

改
築
が
行
わ
れ
現
在
の
姿
に
な

り
ま
し
た
。
翌
平
成
２０
年
か
ら

は
、
桜
の
季
節
で
あ
る
毎
年
４

月
の
第
２
日
曜
日
を
春
の
定
期

公
演
の
日
と
し
、
寄
井
座
の
人

形
浄
瑠
璃
や
小
野
さ
く
ら
野
舞

台
保
存
会
に
よ
る
襖
か
ら
く
り

な
ど
の
講
演
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

（
参
考
資
料：

阿
波
な
び
Ｈ
Ｐ
）

平成２６年４月１５日に田中 スズさんが１００歳の誕生日を迎えら
れました。心からお慶び申し上げます。
誕生日には、ご親族の皆様がお祝いに駆けつけ、また県・町よ
り祝い状と記念品の贈呈がそれぞれ行われました。
町内の１００歳以上の方は、田中さんで９名となりました。
これからも、ますますお元気でいらっしゃいますようお祈り申

しあげます。

た なか

田中 スズさん
神領字谷

次回は、平成２３～２５年
生まれで７月・８月が誕
生日の子（町内に住所を
有すること）を募集しま
す。
掲載を希望する方は、

役場広報編集委員会まで
写真を送付してくださ
い。締切は６月１５日です。

た だ かな た

多田奏大くん
H２４．５．２３（２歳・男）
阿野字二宮

２４広報かみやま No.２９２


